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。ジ一 すききらいのおはなし

皆さんは食べ物の好みはありますか？
「好き」「嫌い」いわゆる「偏食」です。私は今でこそ、 大概の食事を好き嫌いなく食べられるようになりましたが、 子ども

の頃は、 まあまあの「偏食さん」でした。幼児期は保育園に通っていましたが、食べられないメニューは家庭でも園でも
ガンとして0にしなかったので、 当時は少食でほっそりとした子どもでした。 こども学科准教授

一番嫌いなものは［梅干し」で、夏になると保育薗ではカリカリ梅を細かく刻んだ「梅干しの混ぜご飯」が出されたのを 片· □ 相；
よく覚えています。どんなにスプーンやお箸で梅干しをはじいても後から後から出てくる赤い欠片と格闘しながら、少し
でも0に入らないようにしていました。

梅干しの欠片を除いたとて、 味はしっかりご飯にしみており、 うっかり、 うすピンクに染まったご飯が美昧しそうに見えるのもまた恨めしい気持
ちで眺めながら、 給食の時間が終わり保育園の先生が根負けして「もうごちそうさまにしていいわ。Jという頃を待っていたのが懐かしい思い出です。

その後、 Jjl、 中、 高校と 、 私のお弁当にも 、 おにぎりにも梅干しは入らず 、 忌まわしい記憶を忘れ、 梅干しとはすっかり縁が切れたと思っていた
時 、 ひょんなことから、 私はあの「梅干しの混ぜご飯jと対面することになりました。

それは、大学生時代の幼稚園実習でした。私が実習に行った園は公立の小学校に併設された幼稚園でしたので、お昼は小学生と同じメニューの
幼児食が提供されていました。

お弁当を作らなくて済むなんてなんて助かる園だろうと思っていたのが若さ故の甘さです。給食はメ＝ューを選べないということに気づいたのは、

自分の目の前に「梅干し混ぜご飯Jが配膳された時でした。久々の対面に驚きと恐怖で笑顔が固まりました。ずつと手をつけていなかった夏休みの
絵日記をまとめて書かなければならない気持ちとでもいいましょうか。そして、 若いから沢山食べられるわね、 という理由でてんこ盛りされたご飯を
自の前にし 、 子どもたちと［いただきます。」をした瞬間に、 覚悟を決めるとはこういうことか、 と一つ大人になった気持ちを先に味わい、 「梅干しの
混ぜご飯Jと対峙することとなったのです。

子どもたちの手前、 初めて完食しました。なによりも一番にご飯を片付け、 おかずの味でごまかし、 牛乳で更に奥に流し込んだのは言うまでも
ありません。あの日の経験から「嫌いなものでも子どもの前では食べて見せるjが私の保育の格言のようになり、 偏食はすっかりなくなり、 梅干し
も普通に食べられるようになっていきました。

実習で子どもの育ちや保育者の関わりなど、 掛け替えのない保育・幼児教育実践の学びを深める学生を見守りながら、 「実習Jという言葉の
中に、 涸人的な自分の苦手を乗り越えた体験、「すききらいを克服できた自分」をすっぱい昧と共に思い出すのは、 私だけでしょうか。
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ふgゥ邑学
「ふるさと学」では、地元の歴史

や文化を学ぴ、 今の時代にどう
生きているかを学んでいます。
5月19E3の授業では行El3市の歴
史 と文化という事で、 ゲストティ
ー チャ ーに来ていただき 、 忍城
と足袋産業の歴史を学びました。
また 、 非常勤講師の小松先生よ
り行El3における足袋作リの歴史
についてのお話と 、 最後にオリ
ジナル足袋制作を し ま した。
ひとつの地域について学ぶことは、
他地域理解にもつながります。
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よかったと

思っていますか
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淡塗抱習
本学には 、 赤ちゃん人形を使っ
て沐浴体験ができる『沐浴室」
があリ ます。 この赤ちゃんが
と ってもリアル。 重さが実際の
赤ちゃんと同じなので、赤ちゃ
んをお風呂に入れることがいか
に重労働かがわかります。色々
な 「なぜ ？」を体験を通して学 ー
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んでいます。 授業担当の加藤先
生は保育現場での経験が長く 、

実践的な学ぴの場では、 とても
頼りになる存在です。
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授業は
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